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オリエンテーリング道場番外編 

日本学連合宿 

山川講義 
道場主の記録による 

 
ここで紹介するのは、筆者が参加し

た日本学連合宿（2月 3日・4日、栃木
県矢板地区で開催）において、ジェネ
シスマッピングの山川克則氏が行った
講義の記録です。 

 
2 月 3 日（土） 日本学連合宿講義録 
地図の表現について 
講師：山川克則氏（ジェネシスマッピング） 
 

 
地図調査中の山川氏 

 

O-map をどのように読むか？ 
オリエンテーリングの何が面白いか、

と言えば「ミスの少ない選手が勝つ」
こと。もちろん、ミスをしない同士で
あれば体力がある方が勝つのは言うま
でもない。体力も重要ではあるのは当
然だが、この場所では20年間インカレ
の地図を作成し続けてきたマッパーの
視点から「Ｏマップはどのように描か
れているか」「Ｏマップをどのように
読むべきか」についてお話したい。 

 

 

どうしてミスするのか 
 オリエンテーリング競技者はどう

してミスをするのだろうか。「地図」に
関する理由としては、以下が考えられ
る。 

理由１） 地図がおかしい  
理由２） 地図が読み切れていない 
 
ミスの原因として、「地図が間違っ

ている」という話を聞く。それは正し
いこともあるが、「選手が間違った情
報を拾ってしまう」ために起こるミス
もある。 

経験豊富な選手は「ぼろい」地図で
もオリエンテーリングができる。村越
真（元全日本チャンピオン）に、「どう
して『ぼろい』地図でも勝てるのか」
と訊いたところ、「どういう意図でこ
のように作図されているか、調査者の
意図を読み切り、それに合わせてナヴ
ィゲーションすれば良い」という回答
があった。情報の取捨選択の重要性を
示唆するコメントである。 
 

 
昼の調査結果を基に、夜な夜な地図作成。 
CAD を使用して地図データを作成する。 

 
 

日本のＯマップの品質向上が
もたらしたもの 

2000 年、富士で行われたワールドカ
ップを境に、日本のＯマップのレベル
は一挙に向上した。 

要因１）海外マッパーと日本のマッパー
との交流が生まれた 

要因２）ＧＰＳの導入により、「位置ず
れ」がなくなった 

 要因３） ＯＣＡＤの進化により、すぐに
地図が修正できるようになっ
た 

 
Ｏマップでは、「絶対的な方向」は合

っていなければならないが、GPS導入以
前は、区画ごとの方向合わせを「力業」
で行っていた部分があった。ほとんど
使われないヤブのエリアにひずみを集
中させて吸収する、というように。し
かし GPS 導入後、そうしたことを行う

必要がなくなった。 
 
フィルム上に作図していた頃は難し

かった修正作業も、今はコンピュータ
ーの画面上で手軽に行える。試走をす
るたびにフィードバックがなされ、地
図の精度は上がっていく。「どこから
どう見られても良い」ように作られて
いるのが現代のＯマップ。 

競技者には「間違った情報を捨て、
正しい情報だけを拾う」ことから、「正
しい情報の中から、より有効な情報を
選択する」ことが迫られるようになっ
た。具体的には昼のメニュー（＊）の
ように、「単純化」をすること。そのた
めには、「良い地図でたくさん練習す
ること」が不可欠である。 

 
＊通常の地図でミドルのコースを走った後、

山川氏が「重要」と思う情報だけを記載
した地図で同じコースを走った。この地
図では、読まなくて良い情報を読ませな
いこと（＝無駄な読図を省くこと）がで
き、スピードアップにつながる。 
OCAD で地図を加工する・地図をマジック
で塗り潰すなどの方法によってこのよう
な練習を行うことが可能である。 

 

 
参考図 
左：通常のＯマップ / 右：山川氏が抽出し
た「重要情報」のみ描かれたマップ 

 
 

Ｏマップは大げさに描かれる 
Ｏマップは「オリエンテーリングを

行うために作られている主題図」であ
る。絶対的な正確さよりも「オリエン
テーリングのしやすさ」が優先される。 

例えば、岩は 1：15000 の地図上で直
径 0.4mm の黒丸で描かれるが、現地の
岩は直径 6m（＝0.4mm×15000）あるわ
けではない。 

 
道も、地図上では実際より太く描か

れることになる。道を太く描くからと
いって、その分道沿いの平地を地図上
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で省略する、あるいは狭める、という
わけにはいかない。地形の「見た目」
を変えるわけにはいかないのだ。 

いきおい道から離れた急斜面にしわ
寄せが行くことになりがちである。急
斜面で「地図から受ける印象より高度
差が大きい（あるいは小さい）・傾斜が
きつい（あるいは緩い）」と思うことが
しばしばあるのは、ある意味当然のこ
と。作図側には「『絶対的な正確さ』と
『見た目の適切さ』とのバランスを取
ること」が求められる一方で、読図側
にも「イメージ合わせ」が求められる
のである。 

 

 
常にどのように表現すれば意図が伝わるの
かを考えて作図する。 
 

マッパーは激斜面を強調する 
オリエンテーリングのしやすさを保

証するため、Ｏマップは作成規程上
「25％の誇張」が許容されている。例
えば、2 本の等高線間の高度差は通常
5m であるが、そこにも±1.25m の差は
許容されている。つまり、「等高線間隔
5m」ということは、局地的には「等高
線間隔 3.75m かもしれないし 6.25m か
もしれない」ということである。 

 
自分は、25％以上の誇張をすること

も、よくある。平地に突然現れる斜面
であれば、高度差3m以内でも強調した
い。走れる斜面は良いが、「歩かなけれ
ばならない斜面」は一挙にスピードを
奪い、タイムに影響する。もし、そう
した斜面がそう見えないように地図で
描かれていたとしたら、現地で初めて
「走れない」と気付き、読図からのイ
メージを裏切られることになり、体力
的にも精神的にもダメージが大きい。
作図者として、競技者をそういう目に
合わせてはいけないと考えている。な
ので、急斜面は必ず等高線 2 本詰めて
描く。等高線を周囲とつなげられない

のであれば、補助コンタを使って表現
する。 

 
矢板は、地形の緩急に富んでいるの

で、地図上にこの手の誇張表現が多い。
逆に、この特徴を利用して、イメージ
に役立てて欲しい。そうすればルート
プランも速やかに、適切に行えるよう
になるであろう。 

 
 

一流の選手は研究熱心である 
テレインの研究と同様に、マッパー

やプランナーの癖を執拗に研究するの
が一流の選手である。3月のインカレと
同じ基準、同じ癖で描かれた「矢板塩
田」や「不動の滝」、三河高原のＷＯＣ
テレインや青山高原のテレインで練習
を行うのは効果的で、お奨めしたい。 

それらのテレインで新旧のマップを
見比べるのも有効。古いマップは、往々
にして等高線の曲げ方が足りない。上
記テレインを描いた新旧のマップを見
比べれば、「幸岡」の旧マップがニュー
マップでどう変化するかも想像できる
と思う。 

 
 

「良い地図」とは 
良い地図の特徴は、「等高線がつな

がっている」こと。悪い地図では、エ
リアとエリアの間をつなげる際に辻褄
が合わなくなって、崖の中に等高線を
吸収させたり、田んぼの中で等高線を
ごまかしたりしている。矢板の調査で
は、田んぼの中の等高線も手抜きせず
に描いている。「山と田んぼの境で等
高線はこう出入りするべき」という通
りの描き方をしている。 

 
それから、「良い地図」は傾斜変換を

しっかりと表現している。現地で斜度
の変わっていない場所は、急斜面であ
ろうが緩斜面であろうが、地図上でも
等高線の間隔は一定であるべき。当た
り前のようだが、マッパーに相当な技
量がないとそうは描き切れない。 

インカレの地図はそう描かれている
と期待してくれて良い。逆に考えれば、
地図上で等高線の開き具合・詰まり具
合が変化している場所は、現地でも傾
斜が変化しているということ。 

 
 

インカレのコースはコントロー
ルされている 

大会では、たとえ精度が悪い地図で
行われたとしてもコースを公正なもの
にするために、「コースコントロール」
が行われる。 

インカレでは、コースコントロール
に加え、「マッピングコントロール」も
行われている。全日本大会でもマッピ
ングコントロールが行い切れていない
中、インカレは地図の妥当性が保証さ
れる大会であり続けている。「ちょい
ズレ」はあるが、それらも試走後のフ
ィードバックで修正を重ねており、イ
ンカレのコースを走る上では影響が出
ないようにしている。 

 
 

インカレは「努力」が「結果」に
結び付く大会 

例えば世界選手権は、充分なトレー
ニングをしたとしてもなかなか結果が
出せない大会である。一方、インカレ
はしっかり準備をすれば、それに見合
う成果が得られる大会である。そのこ
とが選手の意欲につながり、インカレ
を魅力的なものとしている。皆さんも、
「やればやるだけ結果が出る」と信じ
て練習を続けて欲しい。 

 
（山川克則）/（記録：松澤俊行） 

 

 
インカレロング 2006準備作業での元木悟・
友子夫妻と西脇正展くん。出来上がった地
図を基に試走を行うが、気付いた点はどん
どん地図にフィードバックをかけて、より
正確で、より読み易い地図に修正する。（駒
ヶ根高原） 


